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研究成果の概要（和文）：本研究では、「乳」に焦点をあて、近世社会の人々はどのように母と

子のいのちを守ろうとしたのかを考察した。その結果、「乳」の問題は、「家」の維持・存続を

願う人々にとっても、人口の再生産をはかる藩にとっても重要な問題であり、「乳」に焦点を当

てることで、近世社会の人々はどのように女と子どものいのちを守ろうとしたのか、いのちを

めぐる環境に接近できることが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：In this research, I am focusing on nursing in the Edo period to 
examine how families of the Edo period tried to protect the lives of mothers and infants. As 
a result, it became clear to me that nursing was crucial both to people who wished to 
maintain/sustain their family lines (Ie) and to clans (Han) who wished to reproduce the 
population. Focusing on nursing provided me an opportunity to view environments that 
surrounded the life more closely, which shed light on how people in the Edo period tried to 
protect the lives of mothers and infants. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２０１０年度 700,000 210,000 910,000 

２０１１年度 700,000 210,000 910,000 

２０１２年度 500,000 150,000 650,000 

総 計 1,900,000 570,000 2,470,000 
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１．研究開始当初の背景 
（1）2000年以降、いのちの視座から近世史像

の再構築を試みる研究が登場しつつある。そ

の代表的な研究として塚本学『生きることの

近世史』（2001年）、倉地克直『徳川社会の

ゆらぎ』（2008年）がある。これらの研究で

は、近世の人々のいのちを守る砦としての

「家」の維持・存続といった視点から、近世

社会に生きた一人ひとりのいのちの側から歴

史を描く試みがなされつつある。本研究も、

これらの研究に学び、いのちの視座から、特

に、女の身体と子どものいのちに焦点を当て、

ジェンダーの視点から、近世史像を再構築す

ることを課題とした。 



（2）近世社会の生殖といのちへの観念やいの

ちの環境を明らかにする上で、本研究が重要

な手がかりとしたのは、女の身体と子どもの

いのちの結節点にある「乳」の問題である。

氏家幹人の『江戸の病』（2009年）は近世社

会には“乳縁社会”とでも名付けられるよう

ないのちをめぐるセーフティネットが存在し

たことを指摘した貴重な研究であるが、用い

ているのは18世紀の一武家の日記に留まる。

そこで本研究では、近世後期、19世紀の農民

も含めた分析を課題とした。 
 
２．研究の目的 
（1）本研究では、女の身体と子どものいのち

の結節点にあり、近世社会にあっては、いの

ちをつないでいく上で不可欠のものであった

「乳」に焦点をあて、「乳」をめぐる人々の

ネットワークをはじめとする近世社会におけ

る女の身体と子どものいのちの環境を具体的

に明らかにすることで、「いのちのジェンダ

ー史」を切り拓くことを目的とした。 

（2）近年、いのちの視座から近世史像の再構

築を試みる研究が登場しつつある。その代表

的なものとして塚本学『生きることの近世史』

（平凡社、2001年）、倉地克直『徳川社会の

ゆらぎ』（小学館、20008年）がある。これら

の研究では、近世の人々のいのちを守る砦と

しての「家」の維持・存続と女性の出産、ま

た家の維持・存続との緊張関係の中での子ど

ものいのちをめぐる選択といった視点から、

近世社会に生きた、一人ひとりのいのちの側

から歴史を描く試みがなされつつある。本研

究の目指すところも、これらの研究に学び、

いのちの視座から、特に、女の身体と子ども

のいのちに焦点をあて、ジェンダーの視点か

ら近世史像を再構築することにある。 

(3）受胎に始まる女の身体の変化や子どもの

いのちが歴史的にどのように捉えられてきた

かという「いのちのジェンダー史」を明らか

にするには、性・生殖の問題と、生殖によっ

て生まれた子どものいのちの問題を一連の過

程として扱う必要がある。それは、出産の社

会史研究では出産までの問題を、他方、子育

ての社会史では産後の問題を扱うといった従

来の研究上の分離を克服し、両者をいのちの

視点からつなぐ試みでもある。 

（4）本研究では、女の身体と子どものいのち

の結節点にある「乳」に焦点をあてることで、

一人ひとりの女と子どものいのちへの接近を

はかることを目的とした。近世社会に合って

女の身体から分泌される乳は、子どもの命を

保障する上で不可欠であり、民衆にとっての

みならず、人口の再生産をはかる藩にとって

も重要な位置を占めていた。藩の出産管理、

赤子養育政策や捨て子禁止政策の中では、乳

をめぐる処置が重視されている。その背景に

は、産む性である女性の出産による死亡率の

高さや、乳児死亡率の高さといった、女と子

どものいのちをめぐる状況があった。乳の問

題に焦点を当てることは、これら一人一人の

女と子どもの命への接近を可能にする。 

(5)また、乳の問題は、武士と農民の生殖パタ

ーンの違いを明らかにするうえでも、重要な

鍵となる。農民の場合は、授乳することで出

生間隔をあける生殖パターンが見られるのに

対し、武士の場合は、乳母を雇うことによる

頻産という生殖パターンがみられるからであ

る。この背景には、女性が「家」の維持・存

続のための重要な労働力であった農民の場合

は、母体の回復が重要な課題であったこと、

他方、武士の場合は、「家」の存続のために、

後継者を得ることが優先されたという「家」

をめぐる問題があった。乳に焦点をあてるこ

とは、農民と武士の「家」をめぐる問題と、

そのための生殖パターンの違いを明らかにす

ることも目的とするものである。 
 
３．研究の方法 



（1）本研究では、「家」の存続が人々にとっ

ても支配層にとっても課題となる中で、子ど

もを産む女の身体と「家」を連ねていく子ど

ものいのちが着目されていく近世後期を対象

に、捨て子禁止政策や出産管理政策の中で残

された史料群を主な手がかりに、乳の問題に

焦点をあて、女の身体と子どものいのちの問

題への接近をはかった。 

（2）近世社会は、人口動態一つとっても一様 

ではない。そのため、研究代表者が今まで研

究対象としてきた東北日本と西南日本、都市

と農村、武士と農民の比較が可能となるよう、

特に、近世大坂という都市の捨て子史料に焦

点をあて、女の身体と子どものいのちへの接

近を試みた。 

(3)とくに本研究では、近世大坂という大都市

の有力町人層である、住友、小林家文書、そ

して河内国志紀郡太田村(現八尾市丹北)の柏

原家文書を手がかりに、階層差や都市と農村

の関係にも留意しつつ、具体的な地域と史料

に即した分析を試みた。 

(4)また、武士と農民、町人との比較のために、

山口県文書館所蔵の公儀事諸控のなかの毛利

藩邸の捨て子記録も収集し、とくに乳に焦点

をあてた分析を試み、武家屋敷と町人の関係

も考察しようと試みた。 

 
４．研究成果 

（1）本研究の成果の一つは、人々の「生」の

根源にある性と生殖の問題を、乳に焦点を当

ててとらえ直すことは、近世社会の「いのち」

の関係史とその歴史性、さらに人々が性と生

殖をめぐる様々な葛藤や矛盾の中でおこなっ

た避妊、堕胎、間引き、捨て子といった多様

な選択が持った意味を明らかに出来る見通し

が得られた点にある。 

（2）本研究では、近世大坂の捨て子養育の問

題について、捨て子発見から貰人確定までの

過程で作成された捨て子関係史料を手がかり

に、捨て子の命綱ともいえる乳に焦点を当て、

捨てる側と貰う側の関係を分析した結果、

「家」と女、子どものいのちをめぐる状況を

多様な側面から明らかにし得た。さらに、捨

て子養育の問題は、都市内部のみならず、都

市と農村の関係を明らかにし得ることがみえ

てきた点も、大きな成果である。 

（3）乳に焦点を当てて捨子養育の問題を具体

的に追究する中で、捨て子研究の射程、つま

り一人ひとりの捨て子養育の問題を明らかに

することは、近世の人々の養育困難の具体相

や、「家」の維持・存続のためにおこなった

養子をはじめとする様々な選択に接近し得る

ことも明らかとなった。 

(4)とくに、乳は捨て子養育の重要な要として

あったことが明確になった。人々、特に都市

下層民にとって母との離別、死別、病気、或

は奉公によりもたらされる乳がない状態は、

養育困難をもたらすものであったこと、他方、

実子を亡くしたものの乳のある人々にとって、

乳は捨て子を貰い受ける大きな条件となった

ことがみえてきた。 

(5)さらに、口入屋を通し、「乳沢山有り」と

して実子を亡くした親たちが捨て子を貰い受

けた近世大坂の事例からは、子どものいのち

をめぐる状況が浮かび上がってきた。捨て子

を貰う動機からは、労働能力と生殖能力とい

う「家」にとっての意味によって価値づけら

れるという近世社会の「いのち」をめぐる価

値観が見て取れる。と同時に、「家」の維持・

存続を願ったとしても、当時の高い乳児死亡

率の下では、生き延びる子どもの数を予測す

ることは困難ないのちをめぐる状況があり、

捨て子養育は、まさに、そうした子どものい

のちの脆さを背景に成り立っていた点が明ら

かとなった。 

(6)このように、乳の焦点をあててみていくこ

とは、近世社会の「家」の維持・存続のため



の人々の選択や、「家」の維持・存続の内実

をそこに生きた人々の側から、生きる場に即

し、いのちを繋ぐ営みとして捉える手がかり

となることが見えてきたことは大きな成果で

ある。 
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